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Ⅴ．特記事項 

1．実践的英語力の修得 

 少子高齢化社会の日本の未来を考えると、社会で生き残るためには視野を日本だけでな

く世界に拡げる必要がある。よって、本学は世界で活躍する人材育成のために 140 年の

歴史でオリジナルメソッドを持つベルリッツと提携し「使える英語」を修得するプログラ

ムを導入・実施している。 

(1) 初年度生においては、すべての学生が入学時から TOEIC 換算 250 点（注）以上のア

ップを達成できるよう大学を上げて集中英語プログラムを必修化し、全面支援する。 

（注）工学部を除く。 

(2) 1 クラス 15 人（英会話：外国人講師）から 30 人（英語：日本人講師）規模の少人数

制でかつ、英語学習総時間数は従来比大幅に増加、学生一人ひとりが専門性と英語力を

兼ね備え、世界に羽ばたく「グローバル人材」となるように設計。 

(3)運営にあたっては、本学の英語専任教授のマネジメントの下、ベルリッツのプロの講

師を動員し、全学スケールでの導入に対応。 

2．専門性 

 本学 5 学部 11 学科の各特定専門分野を深く学び、追求する経験で専門性を身につける

と同時に物事の本質を見極める力を養う。具体的には産学連携、地域連携、インターンシ

ップ制度等を強化することで、実際に社会、地域が抱える課題に取り組むカリキュラムを

組み込み、いまの社会が必要とする、自分で考え、課題を見つけ出し解決する「課題解決

力」を涵養する。 

3．国際社会人基礎力 

 社会が求める実践力を備えた人材を養成するため、社会人としての基礎的な知識や教養

を身につけるのはもちろん、グローバル化する現代社会に貢献し、生き抜くために主体的

に学び続ける力、自分で考え抜く力などさまざまな力を養う。 

 そこで、本学は「SLS（スポーツ・ライフスキル）」を令和元(2019)年度より導入し

た。体育を必修化することで、身体を動かし知的活動を活発化させることに加え、グルー

プ・チーム内での自らの役割を理解することでチーム力、及びコミュニケーション力、チ

ームワークを引きあげるリーダーシップなど社会に出て必要な実践力を身につける。さら

に、現代のグローバル社会について、主要な課題ごとに学ぶ新たなスタイルの教養科目

「未来展望科目」も導入し、「コミュニティの再生」、「生命の歩みと未来」、「グローバリ

ゼーションと多様性」、「科学技術の革新」、「クオリティ・オブ・ライフの探究」の科目を

3 人の教員が異なる視点で 5 回ずつ講義し、幅広い教養を身につけるとともに課題発見・

解決力を養成する。 

日本だけでなく、世界的にも目まぐるし

い社会変化の中、学生自ら考え、生き抜

き、世界で活躍する人材となるための基

礎能力を備える人材を育成していく。 

 

 

 


